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介
護
保
険
法
改
正
に
関
す
る
質
問
主
意
書

介
護
保
険
法
改
正
案
で
、
要
支
援
者
に
対
す
る
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
が
給
付
の
対
象
か
ら
外
れ
、
市
区
町
村
事
業
に
移
行

す
る
こ
と
を
厚
生
労
働
省
は
「
多
様
な
提
供
主
体
に
よ
る
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
」
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

事
業
者
の
指
定
基
準
が
全
国
共
通
の
指
定
基
準
か
ら
自
治
体
ご
と
の
基
準
に
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

の
資
質
、
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
、
内
容
、
利
用
者
自
己
負
担
な
ど
に
差
が
生
じ
、
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
に
よ
っ
て
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
適
切
な
利
用
料
で
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
受
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
の
「
格
差
」
が
生
じ
て
し
ま
い
兼
ね
な
い
。

ま
た
、
市
区
町
村
事
業
に
移
行
し
た
場
合
で
も
介
護
保
険
財
政
に
よ
っ
て
給
付
が
行
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
区
町

村
事
業
は
介
護
給
付
依
頼
の
三
％
以
内
と
上
限
が
決
め
ら
れ
る
た
め
、
給
付
が
上
限
に
達
す
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
は

あ
っ
て
も
事
業
は
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
か
ら
も
財
政
力
の
弱
い
市
区
町
村
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
縮
小
し
た
り
利
用
料
の
自
己
負
担
が
重
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
て
も
な
お
政
府
は
今
回
の
「
改
正
」
に
よ
っ
て
、
自
治
体
に
よ
っ
て
「
格
差
」
は
生
じ
な
い

一



と
考
え
る
か
。
政
府
の
ご
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

特
に
東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
は
、
要
介
護
者
が
増
え
、
支
援
者
は
不
足
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
実
情
に
あ
る
中
、

要
支
援
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
自
治
体
に
移
管
す
る
法
改
正
後
も
被
災
地
に
お
い
て
、
自
治
体
が
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
と
考
え
る
か
。
政
府
の
ご
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

「
在
宅
介
護
」
と
仕
事
の
両
立
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
る
。

し
か
し
、
今
回
の
「
法
改
正
」
で
要
支
援
者
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
介
護
給
付
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
や
、
加
え

て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
を
要
介
護
�
以
上
に
限
定
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
在
宅
介
護
の
担
い
手
の
多
く
が
女
性
で
あ
る
と
い
う
現
状
に
お
い
て
、
介
護
の
た
め
に
離
職
す
る
等
が

生
じ
、
安
倍
総
理
の
目
指
す
、
女
性
の
社
会
参
画
を
逆
行
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
政
府
の
ご
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

今
回
の
「
改
正
」
で
要
支
援
者
向
け
の
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
を
自
治
体
事
業
に
移
管
し
た
り
、
特
養
の
入
所
基
準
を
要

介
護
�
以
上
に
限
定
し
た
り
、
一
定
の
所
得
以
上
の
人
の
利
用
者
負
担
を
一
割
か
ら
二
割
に
引
き
上
げ
た
り
、
一
定
の
資
産

保
有
者
の
特
養
の
利
用
の
補
足
給
付
を
補
助
の
対
象
外
に
す
る
こ
と
は
、
社
会
保
障
の
充
実
の
た
め
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

の
理
念
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



五

介
護
休
業
制
度
の
取
得
率
は
極
め
て
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。
政

府
の
ご
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

使
い
勝
手
の
よ
く
な
い
介
護
休
業
制
度
の
改
正
が
国
会
提
出
さ
れ
な
い
の
は
、
政
府
の
怠
慢
と
考
え
る
が
、
政
府
の
ご
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


